参議院選挙　愛知で2議席確保！！
もう一度謙虚にスタートを！
参議院選挙が終わりました。愛知県下では大変多くの皆様からご支援をいただき、改選前の2議席を死守することができました。
斉藤よしたか議員と安井みさこ議員は早速7月末に召集される臨時国会に初登院致します。
全国的には民主党が選挙区、比例区ともに最多得票ではありましたが、改選前５４議席を大きく下回る４４議席と多くの議席を失いました。これは、政権交代後の政権運営に対する有権者の厳しい評価の表れであり、今後の政権運営は大変困難なものと予想されます。
政権与党は今までよりも謙虚に国民の声、野党の声を聞きながら一歩一歩丁寧に国会運営を進めていかねばなりません。
今回の選挙で注目された「消費税」議論について、私の考えは次の通りです。
■消費税議論の前にやるべきことがある！
①景気対策　リーマン・ショック以前から税収が約9兆円落ち込んでいる。数年前の景気に戻すだけで税収が増加するのだから、まずもってデフレ脱却、景気対策に力を注ぐ。
②税金の無駄遣いの徹底的な排除　事業仕分け、天下りの排除、公務員人件費の削減など、公約通りしっかりと実行する。
③国会議員の定数削減　まず国会議員が襟を正す。実行あるのみ。
④社会保障制度の改革　納得でき、公平な、安心できる新しい社会保障制度（年金、医療、介護等）の姿をきっちりと示す。
■国の財政状況と必要な資金を明確にする。その上で消費税アップが必要であれば、全体の税制体系の見直しと併せて、国民に明確に提示する。
■賛否を次回の衆議院選挙で問う。
今後とも、より一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。
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